
区分 当法人の取り組み

入職促進に向けた取組

・事業所経営理念や方針についてホームページに掲載しています。

・他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者、無資格者についても積極的に採用して

います。

資質の向上や

キャリアアップに向けた支援

・受講料や研修費等の補助や、シフトの調整を行うことにより、職員が研修や講習に

参加しやすい環境を整えています。

・有資格者からの補習の時間を設け、法人として支援をしています。

・上位者・担当者による定期的な面談を実施しています。

両立支援・

　　　多様な働き方の推進

・仕事と子育て、介護等の両立を促し、育児休暇、介護休暇、看護休暇の規定を設

け、シフト上の配慮を行っています。

・職員の事情等の状況に応じた勤務形態に配慮しています。

・希望に合わせ非正規職員から正規職員への転換を実施しています。

・職員一人ひとりが、自分の有給所得状況を確認できるよう整備しています。

・年６回以上を所得目標と定めた上で、上位者が有給所得状況を確認し、個々の事情

に応じたシフトの作成や、急な欠勤でも有給を消化できる体制をとっています。

・時間単位の有給付与を導入し、柔軟に所得できるよう取り組んでいます。

腰痛を含む心身の健康管理

・年1回、全職員にストレスチェックを実施し、併せて相談窓口の紹介をしています。

・上位者・担当者による定期的な面談を実施し、相談しやすい環境の整備をしていま

す。

・事故やトラブルへの対応マニュアルを作成し運用しています。

生産性向上のための取組

・法人の定例会議や正社員会議において現場の見える化（課題の抽出、課題の構造

化、業務時間調査の実施等）を継続的に実施しています。

・滞りなく業務を遂行するために整理整頓や掃除等を日々心掛け、職場環境の整備に

努めています。

・業務効率化に向け、記録・報告書等の様式を工夫し、必要に応じて変更をしていま

す。

やりがい・働きがいの醸成

・ミーティング等により職場内コミュニケーションの円滑化を図っています。また、

職員個々の気づきを踏まえて勤務環境や支援内容の改善も行っています。

・法人の目指す「支援における基本的姿勢および基礎的支援技術について」の研修を

年1回以上開催しています。

・法人の「法令遵守マニュアル」を全体研修会の前に定期的に確認しています。

・ミーティングや定例会議において、支援の好事例や、利用者やその家族からの謝意

等の情報を共有しています。
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